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［研究ノート］ドラクロワ「プッサン論 Ⅰ,Ⅱ」（1853年）試訳

解題にかえて

以下に訳出を試みたのは、19世紀中盤のフランスを代表

する画家ウジェーヌ・ドラクロワ（Eugène Delacroix, 1798-

1863）が17世紀のローマとパリで活躍した画家ニコラ・プッ

サン（Nicolas Poussin, 1594-1665）について記した「プッサン

論」の前半部分である。「プッサン論」は、ⅠからⅢの三部構

成からなり、『モニトゥール・ユニヴェルセル』誌において、

1853年6月26日、29日、30日の3日間に渡って連載された注1。

「プッサンの生涯はその作品に反映している」との書き出

しと対応するように、本論は、プッサンの生涯を緩やかに

たどりながら、その芸術の特質について考察するものになっ

ており、そのなかにドラクロワ自身によるプッサン評価や

同時代の芸術に関する見解が織り込まれている。Ⅰ部では

プッサンの誕生からパリでの修行時代、そして度重なる障

害と貧窮ののち、ついに1624年にローマにたどり着き活動

を始めるまでが、Ⅱ部では17世紀初頭のローマの芸術環境

の中で、プッサンが有力者の庇護を得つつ活躍し、のちに

1640年から42年までフランスで王の首席画家として招聘さ

れて仕事をするものの、求めていた環境や評価が得られな

かったこともあってパリを去るまでのいきさつが題材とな

る。ローマに戻った1642年以降を扱ったⅢ部においては、

さらに作品論に踏み込んだ記述が続く。今回は、紙幅の関

係上、Ⅰ部とⅡ部のみ掲載し、Ⅲ部の掲載は次回としたい。

プッサンの生涯に関しては、I部冒頭の「他の語り手た

ち」、「あちこちで見つけられるような生涯の大まかな輪

郭」といった記述からも、ドラクロワが複数の資料を参照

しえたことが推測できる注2。もとより、ベッローリ（Giovan 

Pietro Bellori, 1613-1696）がその芸術家列伝においてプッ

サンの生涯を記すとともにプッサン自身の文章を採録して

おり、その一部はのちにフランス語訳で出版されていた注3。

また、フランスでは、王立絵画彫刻アカデミーにおいてプッ

サンが模範的な古典主義の画家とされ、その生涯と作品は

フェリビアン（André Félibien, 1619-1695）により詳細に語

られている注4。さらに、ドラクロワに近い時代では、フラ

ンス国立図書館の所蔵情報を見ると、1783年から1821年の

あいだに5人の別々の著者により「プッサンの生涯」La vie 

de Poussinをタイトルとする書籍が出版されていることが

分かる。特にゴール・ド・サン・ジェルマン（Pierre-Marie 

Gault de Saint-Germain, 1754-1842）による1806年出版の『フ

ランス画派の長たるニコラ・プッサンの生涯』は、伝記に版

画と作品紹介を加えたものである注5。これらに加え、ドラ

クロワ自身の「プッサン論」がそうであるように、定期刊行

物などに掲載された芸術に関する論考も資料となったことが

推測される注6。伝記の他、ドラクロワは、特にパリ滞在関

連でプッサンの心境を追ううえで、プッサン自身の書簡か

ら数多く引用している。本文中の「手紙原本の貴重な集成」

という表現からはある程度まとめられた書簡集が想定され、

実際に1824年にカトルメール・ド・カンシーの編纂で出版

されていた書簡集が、最も有力な参照源と考えられる注7。

細かな表現にはやや相違もあるのだが、事実関係に関わる

内容ではなく転記の際の無意識の書き換え程度ともとらえ

られるため、現段階で、書簡の引用については、訳注でカ

トルメール・ド・カンシー編纂の同書簡集における採録箇

所を示してある。

もっとも、ドラクロワ自身が新事実を明らかにすること

に執着してはいないため、本稿でも参照源を確定するとい

うよりは、それをもとにドラクロワがいかなる考察を行っ

ているかに関心を向けたい。詳しくはⅢ部とともに改めて

論じるが、以下に訳出した部分からも、ドラクロワが、プッ

サンの活躍の舞台となるパリとローマの当時の芸術環境に

注意を促し、芸術におけるフランスとイタリアの地域性の

差異に考察を進めている点は特筆できるだろう。プッサン

の芸術に関しては、時に留保を加えつつも概して高く評価

している。さらに、プッサンの後世への影響に触れる段では、

フランスアカデミズムが受け継いだ古典主義とプッサン本

人の様式を、別途のものとしてとらえている点にも注目を

促したい。彼が新古典主義やアカデミズムの画家たちの祖

としてのプッサンではなく、あくまで一人の「改革者」とし

てのプッサンを評価し、そこに範を得ようとしていること

は、ドラクロワの『日記』において少なからず言及されるプッ

サン作品への態度と共通しているのである。

以下、訳の底本としては、1923年に採録・出版された『芸術

家たちについてのエッセイ』を用い、必要に応じて『モニトゥー

ル・ユニヴェルセル』本誌および『日記』を参照した注8。なお、

一部、プッサンの足取りや関係者の情報、作品の同定といった
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事実関係の確認および参考文献に関して、プッサン研究者の

倉持充希氏に協力を賜った注9。深く感謝するとともに、試訳

全体の文責は西嶋にあることも改めて断っておきたい。

注1	 Gazette nationale ou le Moniteur universel, 26 juin, 29 juin & 30 
juin 1853. 

注2	 訳文Ⅰ部1段落目より。
注3	 Giovan Pietro Bellori, “Life of Nicolas Poussin”, The Lives of 

the Modern Painters, Sculptors and Architects, translation of Le 
Vite De Pittori, Scultori Et Architetti Moderni （1672）, trans. Alice 
Sedgwick Wohl, notes. Hellmut Wohl, Introduction by Tomaso 
Montanari, Cambridge University Press, 2005, pp. 309-344. 
プッサンの伝記に関しては以下も参照した。Bellori, Felibien, 
Passeri, Sandrart, Vies de Poussin, ed. Stefan Germer, Paris, 
Macula, 1994. 

注4	 André Félibien, Entretiens sur les vies et sur les ouvrages des plus 
excellens peintres anciens et modernes, 5 vols., Paris, 1666-88, vol. 
4 （1685）. 

注5	 Gault de Saint-Germain, Vie de Nicolas Poussin, considéré comme 
chef de l'École françoise(...), et de son oeuvre complète dessinée et 
gravée en taille-douce par la famille Massard, Paris, Perlet, 1806. 

注6	 例えばシャルル・クレマンによる以下が『両世界評論』誌に
載っている。この伝記の存在についても倉持氏にご教示いた
だ い た。Clément, Ch. “NICOLAS POUSSIN.” Revue Des Deux 
Mondes, vol. 5, no. 4, 1850, pp. 696-730, （http://www.jstor.org/
stable/44691067 最終閲覧日2022年2月15日）

注7	 Collection des Lettres de Nicolas Poussin, ed. Quatremère de 
Quincy, Paris, Firmin Didot, 1824. 以下ではLettres de Poussin 

（1824）と略す。ドラクロワの表現は訳文I部2段落目。
注8	 Eugène Delacroix, « Le Poussin  », Oeuvres littéraires, Écrits II 

Essais sur les artistes, Paris, G. Crès & Cie, 1923, reed., Paris, 
Éditions du Sandre, 1994, pp. 55-99  ; Eugène Delacroix, 
Journal, I, II, ed. Michèle Hannoosh, Paris, 2009.

注9	 特に訳文注の7、8、13、21、23。その他、日本語で出版されて
いる以下の研究書からも慣例的な訳語などを参考にした。木村三
郎『ニコラ・プッサンとイエズス会図像の研究』中央公論美術出版、
2007年；望月典子『ニコラ・プッサン: 絵画的比喩を読む』慶應義
塾大学出版会、2010年；栗田秀法『プッサンにおける語りと寓意』
三元社、2014年（出版年順）。

プッサン論

凡例

・人名には、主な活躍場所での欧文表記と生没年を補足

した。

・特に断りのない場合、斜字体はドラクロワ自身による

強調である。

・注は訳者による。補足事項は原則として注に記したが、

一部本文中〔  〕内に記したものもある。

Ⅰ

プッサンの生涯はその作品に反映している。その生涯は、

彼の作り出したものの美しさと高貴さに完璧に合致してい

る。芸術の仕事を志す者にとって、これは素晴らしい範例

である。この偉大な男が、名声に至る前に、――この名声

とは、しばしば月並みな才能のところに先回りしてやって

きてはあらゆる困難を消し去ってくれるようにみえるのだ

が――、無知と敵意を耐えてきた戦いの光景ほど興味深い

ものはない。プッサンの生涯は有名だが、こうした題材は

語りつくされることはない。彼は、我々が繰り返し話題に

しても飽きることのないテーマである。というのも、これ

らのテーマは、人を育て、貴重な範例によって励まし、悪

意と妬みの的になっている偉大な男の姿を見せるからだ。

したがって、プッサンの物語において重要なのは、他の語

り手たちが見逃してしまったような小さな事実を集めるこ

とではなく、その生涯からひとりでに生じる教訓と道徳と

を、可能ならばより生き生きと提示することであろう。そ

うした研究のためには、あちこちで見つけられるような生

涯の大まかな輪郭で十分である。

彼の手紙原本の貴重な集成によって、歴史が描く彼の肖

像を完成させることができる1。そこに彼の好みの傾向や反

感が表れているのが見て取れるし、同時代人たちについて

の一定の評価や、芸術の実践において編み出した教訓のい

くつかを見つけることもできる。それにもまして、揺るが

ない友情や、細やかで高潔な感覚のありよう、そして、不

運な友たちに彼が与えた慰めを見ることができる。

プッサンは最も古典的な画家であると繰り返し言われて

きたため、この小論で彼を絵画の歴史における最も大胆な

革新者として描いていることには、驚かれるかもしれない。

プッサンは芸術において知的な要素よりも技巧を重視する

気取った画派の流行中に登場した。彼は、生まれつきの性

向に従って先入観なく、それらの誤りを断ち切った。しかし、

彼が同時代の画家たちに非常に大きな影響力を持ちえたこ

とを、この改革者という性質のみに帰してはならない。

ずっと功績に劣る芸術家たちが、登場した時にはプッサ

ンよりも改革者としての性質を見せていた。私たちは、諸

画派全体が、見せかけだけの新奇な雰囲気からくる、つか

の間のきらめきを持つ画家たちに続こうと急いでいるのを

見てきた。偉大なる時代の後に来た倦怠と無関心の時期

に、芸術の帝国を動かす特権を有していたのは、マニエラ

と悪しき趣味であった。逆に、よき趣味は非常にまれにし

か現れない、というのも、ある画派にとって、自らが染ま

り切っている悪辣な因習から抜け出すのは、まさにそれが

因習となっているから、また月並みな才能がたやすく成功

するのに都合がよい状態であるから、非常に難しいのだ。

プッサンが、カラッチ一族（アンニバレ・カラッチAnnibale 

Carracci, 1560-1609他）の追随者である芸術家たちの大流行

中に登場したとき、彼は、最終的には称賛を得るに至るわ

けだが、その状況では孤立していた。この退廃期の画家た

ちの影響が、まるで、ある種彼の影響をひっくり返してし
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まったようにも見える。というのも、彼の後から来たフラ

ンスの画家たちは、相変わらず完全にイタリア風であった

のだ。ルブラン（Charles Le Brun, 1619-90）はプッサンの様

式を学び、その作品において、プッサンの厳格な様式から

借用した均斉を示していたが、ルブランにおいてはアカデ

ミックな特性が支配的であり、その特性はほどなくして、

ルブランに続いてフランスに現れたあらゆる世代の芸術家

に影響を与えた。

ルシュウール（Eustache Le Sueur, 1616-55）の及ぼした影

響はプッサンより一層小さなものだった。というのも、プッ

サンから構図の大胆さやほかの卓越した性質を取り入れる

ようには、ルシュウールからその率直さや優雅さを盗みと

ることができないからである。しかし、これら真のフラン

ス芸術の父二人の栄光がどこにあるかというと、変わらず

イタリアのまやかしの輝きに幻惑されている現代の作品に

おいてはあまり称賛されない行為であるこの先人からの学

習が、直接彼らに従った者たちにおいては存続し、いまだ

に確かな勢力をなしていることである。二人に従う画家

たちは、それぞれ平凡さから抜け出し、その関係性にお

いてフランドルやイタリアのプリミティヴ画派の素朴さ

――これらの画派では、表現の率直さが制作の慣れによっ

て台無しにされることが皆無である――を思い起こさせる

のみならず、それ以後着想し構図を描く上での全く新しい

道を開いたのである。プッサンとルシュウールは、確立さ

れた諸々の慣習のうち、源泉そのものから、つまり自然の

模倣においてのみ、絵画の効果を得ようとする慣習だけを

尊重するような画家たちにとって、確かな導き手であり続

けるだろう。

プッサンは高貴な家の生まれだが、非常に貧しかった。

父のジャン・プッサンは、ピカルディの出身であった。幾

人もの王に栄誉をもって仕えたのち、1592年ころには、ノ

ルマンディーのヴェルノンという小さな村に引退したが、

身体の弱さや戦争を嫌ったためというよりは、極度に貧し

く兵士としての出費が続かなかったためである。国庫の欠

乏は、この不幸な王政下で宗教戦争の時代においては、内

戦状態の時期に最も国家に忠実な臣民の忠義さえもくじく

のも当然であった。

ヴェルノン占拠ののち2、ジャンは同じようにセーヌ沿い

の小さな村であるレザンドリーに住むようになり、代訴人

の娘であるマリー・ド・レズマンと結婚した。この結婚に

より、1594年6月に、この家名にかくも素晴らしい輝きを

もたらすことになるニコラ・プッサンが生まれ、非常に早

い時期から絵画への適性を示すことになった。貴族にはふ

さわしからぬ職業であるため喜んでとはいかなかったもの

の、偉大な画家の父親は子の際立った意志の前に折れた。

子のニコラはさらに、その決心を後押しするような偶然の

機会にも恵まれた。すなわち、その小さな村にはなかなか

功績があり美術史にも名前の残っている画家がいたのだ。

レザンドリーで画家の職業に就いていたカンタン・ヴァラ

ン（Quentin Varin, 1570頃-1644）は、若いプッサンの初歩の

ころに目をかけてデッサンへの熱意を奨励し、父親が彼に

学ばせたかった古典は割を食うことになった。プッサンは、

美しいものの才覚が芽生え始めたとき、古代人たちの知識

に至るのに不可欠な初歩をおろそかにしたことをしばしば

後悔したに違いない。幸運にも、彼はのちに、彼固有の天

才が主張し始めた時になってやっと、自分に足りないもの

をきちんと意識するようになり、古代遺跡の断片をみて自

らの才能の性質を明確に心得たときには、この重大な欠陥

を埋め合わせられた。これからみていくように、偶然か、

むしろ彼の感じの良い性格のおかげで、彼は卓越した学識

ある人々と出会い、その人たちが彼に古代人たちの文学を

知り味わうことを教え、そのようにして初期の教育で不完

全だったものを補うことができたのである。

若いプッサンは、最初の師匠からは自分の学習への熱意

に十分な糧を得られないと気づいたのだろう、強烈な欲望

の赴くまま、より優れた学びの環境と、それ以上に、より

多様な範例を求めてパリに向かった。

ジュリオ・ロマーノ（Giulio Romano, 1499頃-1546）とラ

ファエロ（Raffaello Sanzio, 1483-1529）に基づくいくつかの

版画を見て、彼には美への生来の性向が呼び覚まされ、学

習の領域を拡げたいと焦がれるようになっていた。そこで、

彼は旅立って、こんにちと同様、趣味の形成のためのあら

ゆる手段があるというにはほど遠い首都パリにおいて、最

初の原則を教えてくれた師匠よりもっと遠くまで導いてく

れるだろう師匠を探した。しかし、彼の期待は裏切られた。

そして、地元で周りに見つけることができたわずかな知識

をもってしても、彼は、新しい師匠たちが彼に教えられる

ものを全く持っていないことをすでに十分に察することが

できた。それどころか、彼は、生まれたての才能に誤った

実践を習慣づけるという危険を冒したが、こうした実践の

痕跡は後になって消そうと専念しても通常は消せない。そ

のような芸術家は、生涯、初期の学習における誤った指導

に由来する制作や様式上のある種の欠点の習慣を、不名誉

な鎖のようにして引きずることになる。

フェルディナン・エル（Ferdinand Elle, 1580頃-1649）と

いう名の画家が、最初に彼を弟子のひとりとして受け入れ

た。しかし、プッサンは彼の指導にほどなくして満足し

なくなり、パリで二番目の師匠となったラルマン（Gerges 

Lallemand, 1580頃-1636）という名の画家の指導について
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も同様に満足できなくなった。それより幸運だったのは、

フィリップ・ド・シャンパーニュ（Philippe de Champaigne, 

1602-74）との出会いであり、彼は、プッサンの先生たちの

一人のアトリエで働いていて親しくするようになった。こ

の有名な画家はまだ若かったが、すでにフランドル絵画の

伝統を知っていた。この時から二人の若い画家の間には友

情が生まれ、とりわけプッサンは、後にこの友情から多く

の利点を引き出すことになる。

あらゆる偉大な芸術家にとって、その始まりは共通する。

美と偉大さへ向かう当然の不安ゆえに、彼らは、画業にお

いて月並みなテーマに取り組めば十分だとするような危険

で旧弊な方法では満足できない。プッサンの伝記作家の大

半は、これらほとんど知られておらず、結果的に才能がな

かった師匠たちの下で、彼は少なくとも画家のメチエ〔技〕

は学んだといっている。メチエ〔技〕とは！まるで、あらゆ

る種類の芸術において技を知的な部分と分けることができ

るとでもいうかのようではないか。まるで、精神的なもの

に到達するために制作面の熟達が必要ないとでもいうかの

ようではないか！ディドロ（Denis Diderot, 1713-1784）がう

まくいったものだが、最も優れた才能のあるものは、要素

のみを教えることに関してはそれほど優れているわけでは

ない。最も卓越した男たちが、時には生涯を通して試行錯

誤ばかりして燃え尽きてしまうことを見ると、確実な方法

がないということはあまりに明白である。したがって、そ

のころ18歳のプッサンが、すでに不十分で危険だと察する

ことができたであろう教育に対して嫌気がさしたに違いな

いことは容易に説明できる。偶然にも彼は幾人かの美術愛

好家の知己を得、そのキャビネ〔陳列室〕へと招かれた。彼

はそこで希少な版画と、とりわけ、巨匠の素描を見て、模

写させてもらった。ポワトゥーの若い貴族3が、すでに目に

した才能に魅了されるとともに人好きする性格にも惚れ込

み、彼に数々の便宜を図ったのに加えて、田舎に連れて行っ

て仕事を与えようとまでした。芸術家は、友達のやや漠然

とした希望に従って旅をしたものの、約束されたような結

果を得ることができなかった。ポワトゥー人の母は、よき

妻で、芸術の驚異よりも家政に夢中であった。彼女は息子

が画家ではなく使用人を連れてきたと思ったようで、哀れ

なプッサンに家の中のあらゆる仕事をさせ、彼女にとって

は怠け者の仕事と思われる画家業を嘲弄さえした。容易に

想像できるように、このような主人の下では、プッサンの

滞在は長いものにはならなかった。彼はパリに引き返し、

道すがら、窓枠や天井、彼に寝床を提供してくれた旅籠の

看板などを描きながら、手段を尽くして帰った。そのよう

な仕事をしながら、彼は旅を続けることができたのである。

これらの些細な仕事をこなしつつ早く進むために、使う習

慣があって熟達していた不透明水彩を使った。この状況は、

彼のその後の制作に影響がなくはなかった。というのも、

急いで不透明水彩を仕上げる状況ゆえに、彼の手法にはど

こか乾いた、だが確固としたところが残り、それは後にみ

るように、彼の最盛期のタブローにおいてとりわけ顕著な

のである。

こうしてプッサンはパリに帰り着いたものの、病気にな

り、ほとんどやる気を失っていた。新たに期待できるよう

な財源は、彼を長いあいだ支えてくれるようなものではな

かった。さらに、あまりに弱っていて仕事をすることも出

来なかった。このような状況で、彼はレザンドリーに目を

向け、両親のもとに帰ることに決めた。彼は故郷に一年近

くとどまり、油絵だろうと不透明水彩だろうとあらゆる種

類のさもしい報酬の絵描き仕事をし、今度は小金をためて、

可能なら、あらゆる才能の約束の地であり、彼の望みのす

べてが向かっている場所であるイタリアにたどり着こうと

考えた。

彼はとうとう出発し、フィレンツェまで行った。しかし、

またしても不運が彼を待っていた。貧窮のため、知られて

いない国ではとても生きていくことができなかったうえ、

その時代にはイタリアの各都市に高名な画家たちが十分に

いて画家の仕事から得られる利益を独占しており、結果と

して後戻りしてパリに帰らなければならなかったのである。

幾人かの伝記作家は、この新たなパリ滞在の折に、デュ

シェーヌ（Nicolas Duchesne, ? -1628）という画家の指導の下

でリュクサンブール宮殿の複数の居室の装飾を手掛けてい

たフィリップ・ド・シャンパーニュと出会ったとしている。

プッサンに何ができるか知っていたシャンパーニュは、彼

自身とともに彼の友が仕事をすることを受け入れさせ、彼

とともにプッサンをその仕事に雇わせたが、ほどなくして、

プッサンの巧みさは、まずはそれらの絵画を仕上げる監督

者であったデュシェーヌによる高評価を、続いて、いわば

嫉妬を喚起することとなったのだった4。どうやら、自分以

外に称賛が向かうことを恐れたデュシェーヌは、適当な理

由をつけて友達二人と仲たがいし、二人にこの仕事を放り

出させてしまった。プッサンは、この下働きでいくらかの

貯金をしたので、彼から逃げようとしているかにみえるロー

マにたどり着けるのではないかと再び考えた。彼は果敢に

出発した。しかし、重い病気が再びリヨンで彼の足を止め、

請け負ったいくつかのタブローの分を先払いしてくれたこ

の町の貿易商人の好意なくしては、じきに回復することに

なる病のせいで、彼は完全に文無しになって、いかなる仕

事をすることも不可能な状態になっていただろう。

かくも気高い使命と粘り強い熱意を手玉にとるような数

奇な運命に対して何といったらいいだろう！画派が容易に
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成功したために、幸せな土地――そこでは究極の美が花咲

き、ただ完全を目指すだけでよいかに見える――、そんな

土地に向かうあらゆる道が開けるような、そのような成功

者たちは自己を顧みることはないのだろうか！このような

運命の執拗さのために、この知られざる偉大な芸術家が、

またしても戻ってパリに身をうずめなければならなかった

のだが、パリは彼の野望を満たすことわずかであり、おそ

らくこの時から、彼は、以来彼の手紙の中で再三にわたり

表明し続けるパリへの反感を抱くようになった。

再度パリに戻ったこの時からようやく、プッサンの名声

が広がり始めた。新たな滞在の間、というのは1年と僅かし

かいなかったのだが、彼はある程度知られてよい評判にな

るいくつかの作品を制作したのである。イエズス会士たち

が、1623年に彼らの守護聖人であるイグナティウス・デ・

ロヨラ（Íñigo López de Loyola, 1491-1556）とフランシスコ・

ザビエル（Francisco Xavier, 1506-1552）の列聖を祝福し、タ

ブローの連作で二人の聖人の生涯の主要な出来事を表そう

として、そのために一種のコンクールを開催することを考

えた。プッサンは、名を挙げるためにこの機会を逃すまい

として、そのうち6枚のタブローを同じ6日間で描いた。彼は、

この仕事のために不透明水彩の技法を用いたが、我々が見

てきた通り、彼はこの技法に非常に優れた腕前を獲得して

いたのだった。しかし、不透明水彩技法での巧みさと、ラ

イバルたちより早く完成させることにつながったこの技法

の簡単さは、プッサンがライバルに勝っていた唯一のもの

とは程遠かった。目利きたちの前には、ひとりの偉大な芸

術家が姿を現していた。そして、その作品の早急な仕上げ

によっていくらかの批判を引き起こしたものの、彼は特別

な画家だと認識されることになり、当時パリにいた愛好家

たちから求められるようになった。このなかに、マリーノ

あるいはマリーニ（Giambattista Marino, 1569-1625）という、

当時騎士マランと呼ばれていたナポリ出身のそのころ有名

だった詩人で、マリー・ド・メディシス（Marie de Médicis, 

1573-1642）に招聘されてフランスに定住していた者と出会

うこととなる5。マリーノは、ナポリで問題に巻き込まれ、

家族とともに故郷を離れざるをえなくなっていた。それ以

来さすらいの人生を歩み、イタリアの諸都市の小さな宮廷

には長く滞在することなく亡命を繰り返し、風刺を好む性

向ゆえに危険な反感を買っていた。パリで受けたもてなし

に留められて定住するに至った。パリで彼は、最も名声を

得ることになるいくつかの詩をも詠んだ。彼にふさわしく、

最も重要な人物たちに親しく受け入れられていたマリーノ

は、プッサンにとって最も重要な出会いとなった。この行

き届いた友人はプッサンを屋敷に住まわせるのに飽き足ら

ず、幾人もの卓越した人々に紹介した。だが、最終的にこ

の芸術家に最も感謝されたのは、古典文学の知識と、イタ

リアの詩人たちの最も美しいパッセージであった。親しく

なると、マリーノはプッサンの画架の傍らに何時間も居座っ

て、美しい文学作品を訳したり解釈したりして、知ってい

る主題をもっとよりよく知りたいというプッサンの想像力

にますます火をつけたのである。マリーノはこの親密な会

談を利用してプッサンに自作を披露し、それをもとにプッ

サンはいわばデッサンの連作を構想した。おそらくは、プッ

サンは古代趣味の牧歌的な光景や、バッカナール、そして

詩的でありながら非常に真実らしい風景と理想的な人物像

を適切に混ぜ合わせたものといった、彼の発明したジャン

ルのアイディアをここから得たのだろう。だが、プッサン

がテンペ谷のファウヌスやニンフたちの類や、オリュンポ

ス山やパルナッソス山の神々を見出すべきは、当時の悪し

き趣味から生まれたやや色あせたそうした牧歌の中ではな

かった。彼の真のモデルである、幾世紀も生きてこんにち

も現代ローマをにぎわせている青銅と大理石の神々と対面

する機会が近づいていた。

マッフェオ・バルベリーニ（Maffeo Barberini, 1568-1644, 

教皇ウルバヌス8世としての在位1623-44年）は、ウルバヌス

8世の名で、サン・ピエトロ大聖堂の司教座に選出された。

マリーノはその友人であった。マリーノは、昔からの繋が

りを理由に、新しい教皇から優遇が得られるだろうという

見込みから、老いて病身にもかかわらずイタリアに戻るこ

とを決めた。彼はプッサンに一緒に来るよう提案した。し

かし、プッサンは、不運にもいくつものタブローを仕上げ

なければならなかったため、約束を反故にしないことには

パリを出られなかった。これはおそらくプッサンに課され

た大きな犠牲であっただろう。しかしながら、近いうちに

友と再び会うことができるという希望に力づけられて仕事

をすべて終わらせることができ、1624年の春、とうとう彼

をとどめていた障害から解放されて、出発し、ローマにた

どり着いた。だが、すぐに彼は、パリで不遇で見捨てられ

ていたときに知っていたあらゆる種類の悲惨さよりも、もっ

と独りぼっちでみじめであることに気づくことになる。

マリーノは、新たな教皇のもとで期待していたほどの厚

遇を得られていなかった。彼は希望をくじかれ、気落ちし

てますます病状も悪化したので、完全にナポリに引き払

い、ほどなくして亡くなった。しかしながら、出発前に

彼はプッサンを彼の友達の一人に紹介しており、その人は

プッサンを教皇の甥であるバルベリーニ枢機卿（Francesco 

Barberini, 1597-1679）に推薦する約束をし、実際にそうし

た。ところが、枢機卿はスペイン外交官に任命され、時を

同じくしてそこに赴くこととなり、プッサンとはおぼろげ

にしか会えなかった。プッサンは、ローマにそれ以外のつ
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てがないため大変な苦境に立たされ、この紹介から得たも

のといえば、バルベリーニ宮の美術館で心行くまで学習す

ること以外ほとんどなかった6。当時30歳のプッサンが、そ

の才能の盛りといっていい時期に、あれほどの困難と苦難

を経て遠くへきて得たものと言えばこれきりだったのだ。

無名で貧乏なプッサンが、この町で何をしたものか。故

国で大きな犠牲を払って名声を手にしたのち、彼はここで

また闇の中に落ち、全てやり直さなければならないかのよ

うであった。というのも、彼は、繁栄を極める画派の真っ

ただ中に全く新しい才能をもってきており、その才能は、

友人や守護者を魅了するというよりは流行のマニエラに

ショックを与えるような性質のものだった。彼がどう決着

をつけたかというのは、たくさんの人物の描かれた戦いの

タブロー2点を14エキュで、大きなサイズで預言者の姿が一

人だけ描かれたタブローを2エキュで売っていることから窺

い知ることができよう7。ある平凡な画家が、ほどなくして

目の前で、同じタブローの模写によってずっと大きな額を

稼いだ。

彼は、やがて、彼を支えて、その学習の最初の段階にお

いて絶えず彼を前進させた熱意を取り戻す。そして、失意

に流されるには程遠く、彼は模写し、休まず働き、古代彫

刻からかたどり、仕事から得た少しばかりの利益によって、

さらに新たな学習に向かう。遠近法、解剖学、建築、とく

にこの建築からは彼は何度もタブローに豊かな装飾的細部

を借用する。これらすべてが彼の様式を偉大にしていき、

これら多様で欠かすことのできない知識のすべてを彼は深

めて、精通していく。ローマで彼は、彼と同じように冷遇

されていた一人の偉大な芸術家を見つける。それがフラン

ソワ・デュケノワ（François Duquesnoy, 1597-1643）という

彫刻家で、むしろフランソワ・フラマンという名前で知ら

れていたが、無名のまま、生きるにも不十分な仕事しかな

い状態でいた。同じ目的で学習していたということだけで

はなく、共通のみじめさと、気高い性質とが彼ら二人を結

び付ける。彼らはともに、主だった彫刻を計測する。プッ

サンによってかたどりされた複数の人物像が、この時期に

作られたものであり、とくに眠るクレオパトラの蝋による

コピーを作成している8。しばしば彼は、タブローの中で彼

の眼を引き付けた人物の群像を彫刻で模倣することを行っ

た。プッサンのタブローが、ときに固く、背景から浮き出

ており、人物像同士にあまり繋がりがないことの理由には、

この形態の極端な研究があるのだろうか。

このことによると極度に乾いた感じと、人物像の孤立、

そして全体がむき出しのような様子をしているという欠点

は、中でも彼の初期の様式に認めることができる。ルーヴ

ルには多くの例があるが、《ペリシテ人のペスト》〔アシュド

トのペスト、ルーヴル美術館蔵〕のタブローは9、ローマ滞

在の初期に描かれたものであり、同時に彼がその時点でど

れだけ才能を持ち合わせていたかの証左にもなっている。

彼は相変わらず貧しく、制作にかかる代金をなんとかカバー

するくらいの金額、つまり60エキュで作品を喜んで売って

しまった。リシュリュー枢機卿（Armand Jean du Plessis de 

Richelieu / le cardinal du Richelieu, 1585-1642）がほどなく

して1000エキュでも喜んで買ったのは、多くの目利きたち

が彼の驚異的なすばらしさに気づいたためである。

すでにみたように、プッサンは早い時期から素早く制作

する習慣を身に付けていた。その日暮らしの必要性により

そうせざるを得なかったとはいえ、彼に向いているわけで

はなかった。想像力がスムーズな男にとっては、手による

仕上げはなにより御しやすい手段である。だが、そのよう

な素早さの才は、急ごしらえの、あるいは質の悪い訓練に

よる基礎に基づいて無理に容易に描いているかに見せかけ

ている多くの芸術家にとって同様、プッサンにもなかった。

私たちにプッサンのタブローの最初の着想を伝える素描の

明確さからは、プッサンが人物像の配置や均整、そして適

切さに対していかに注意を払っているかがわかる。だがま

た、ひとたびその主題を掌握し、タブローの全体と細部の

関係を定めると、彼はそれぞれの細部を非常に得難い率直

さで制作するが、その率直さが、部分同士の正確な均衡と、

表現の繊細さを犠牲にして輝くことはないのである。この

仕上げの素早さか、あるいはそう言ってよければ、一見不

注意と見えるところが、メングス（Anton Raphael Mengs, 

1728-1779）をしてプッサンのタブローがエスキスかエボー

シュでしかないと言わしめたものである。甘美なエボーシュ

においては、すべては魂と知性のためにあるのだ！幸福で

貴重なエスキスにおいて、学識ある手の一つ一つのタッチ

が、完成された思考である！

このような表現における真摯さと手段の簡素さは、真逆

方向の探求が流行りだった時代に、芸術家たちの間で彼の

名声を素早く高めるには不向きであったし、流行の寵児た

ちを熱心に追い求める愛好家の厚遇を得るのにも適してい

なかった。ローマの画家たちだけでなく外国の画家たちも

が、流行に範を得ようとして、このころにはカラッチの生

徒たちのなかの最も優れたグイド・レーニ、（Guido Reni, 

1575-1642）の様式を模倣する訓練に励んでいたが、グイド

の才能は、当時華々しく、プッサンの才能とは完全に対照

的であった。

この頃は、正当にも絵画の「銀の時代」と呼ばれる時代で

あり、今となってはかなり低く評価されている時代に差し

掛かっていた。カラッチ一族とその弟子たちが隆盛を極め

る時代であった。
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II

素晴らしい16世紀には、絵画のあらゆるジャンルのあら

ゆる才能が一度に爆発したように見えたが、その後に来た

るべきであって実際に来たのは、批判と吟味とが感覚より

も重要な位置付けを占める時代であった。感覚の美質に恵

まれ、芸術の幼年時代の後にまず立ち上がった男たちは、

規則の真の樹立者であり、それぞれのジャンルにおいて、

そうと知らずに美の限界を打ち立てた。すでに確立された

ものを全く重視せず、自分たちの他に比較対象を持たない

ため伝統にとらわれることなく、彼ら発明者であり天与の

才に恵まれた者たちは、同時代の人々の素朴な歓迎の声か

らもっとも効果的な励ましを受け取った。世界は、長すぎ

る間それを見続けていても、また不器用な弟子たちの模倣

があっても、いまだに彼らの驚異的な成果に飽くことがな

い。作品の美質が疑問視されることはないので、彼らの作

品の愛好家たちは作品を栄誉とともに所有するのみで、彼

らの守護者をもって任じることはないし、まして彼らに賛

同したり非難したりする審判として名乗り出ることもない。

それが、ゴシックの後、諸芸術の幸せなルネサンス（再生）

において起こった出来事であり、その影響は、最も多様な

天才たちが前代未聞に続いて現れ、まるで一つの才能が消

え去ると、自然がもう一つの、性質は異なるが同じぐらい

常軌を逸した才能をして急いで後を継がせているかのよう

に見えるくらいに、非常に長続きした。しかしながら、少

しずつ、偉大な人間はより希少に、模倣者がより多くなっ

てきた。おそらく、これだけ壮大なスペクタクルの後では、

感嘆するほうも新たな奇跡には飽き飽きしたのであろう。

というのも、審判はより厳しくなり、素朴な優美さや、よ

き時代のともすると野蛮な活力では満足しなくなったので

ある。とはいえ、一世紀に及ぶ前例のない創造を経ても枯

れることのなかった豊饒さをもつイタリアの才能から全て

が失われたわけではなく、カラッチ一族が、これらの賞賛

すべき模範、とくにラファエロへの心酔を糧として、一応

新奇さと呼べるような成功の要素を導入したが、それは真

に芸術分野を拡げるようなものとは程遠かった。

彼らは、前任者たちにおいて秀でているように見えた着

想の美しさと優美さに、物理的な模倣の水準をもう一段階

上げれば、絵画で可能な最高の完全性に達しうると考えた

のだろう。感覚が原動力となるような作品群においてしば

しばみられる不正確さや不注意は、彼らには避けられると

思われた。というのも、おそらく、彼らにはモデルに基づ

くさらに注意深い学習のみが重要で、この研究こそが他の

資質に対して一歩先んずるための美質に思われたのである。

ひとことで言うなら、彼らは巧妙でありたかったし、そう

見せたかった。それ以降、アカデミックなジャンルが出来

て、自由と多様さで我々を魅了する生き生きとした自然は、

芸術家の気まぐれに束縛され、仕事場の光に照らされてそ

の優美さのすべてを失ったのである。

ラファエロは、思考の中に垣間見えたもっとも高尚な人

物を実際に形にするためにのみ、誰もが目の前で見ている

ような卑俗なモデルを用いたが、それとは逆に、彼ら次世

代の芸術家たちは卑俗なモデルを規範とし、作品の出発点

かむしろ主人とした。

現実感を過度に重視すると、望ましい美質を放棄するこ

とにはなるが、ある面では、率直さと活力によって正確す

ぎる模倣の不都合が埋め合わせられる。正確な模倣は大変

に魅力的であるため、別段戦略的に選択されていない場合

であっても、自然主義者と名付けられた世代の画家たちが

好意的に受け入れられていることが説明できる。この世

代からは、カラッチ一族、カラヴァッジョ（Michelangelo 

Merisi da Caravaggio, 1571-1610）、リベラ（Jusepe de Ribera, 

1591-1652）、そして彼らより優れた、この賞賛すべきグエ

ル チ ー ノ（Giovanni Francesco Barbieri / Guercino, 1591-

1666）という、理想を軽んじる者たちの中でも最も情念に満

ちた画家が輩出された。

同時に、より柔軟で優美さに取りつかれた別の天才たち

が現れ、より注意深く優美な自然を選び取ったからという

のに加えて、筆遣いの甘美さにも由来する、いわく言い難

い特殊な魅力を模倣に折り混ぜた。

この天才たちは、より巧みに称賛を集めた。アルバーニ

（Francesco Albani, 1578-1660）と、それ以上にグイド・レー

ニがこの魅力的なジャンルのリーダーで、我々の時代にま

で勢力をふるっており、その最後の痕跡は前世紀〔18世紀〕

のあらゆる絵画に見ることができるが、この趣味は非常に

支配的で根強かったため、これらの巨匠の死後150年以上の

間、我々フランス人は、もっぱらこの様式を、特にグイド・

レーニを学ばせるために若者をイタリアに送り続けている

くらいである。

私はこれまで、この偉大な画派から生まれた最も卓越し

た男の一人に触れてこなかった。16世紀の画家たちの簡素

さを思い起こさせる独自の才能を持ち、だがその仕上げに

はそのライバルたちにおいて称賛されるような軽やかで

華々しい性質がみられない。彼こそドメニキーノ（Domenico 

Zampieri / Domenichino, 1581-1641）であり、彼の学友たち

は彼を「去勢牛」とあだ名していたが、彼の先生たちは、こ

の牛こそが絵画の畑を豊かに耕すであろうと言ったもので

あった。

これらの多様な天才たちの力量と卓越性をより公正に評
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価するためには、彼らの影響がどれだけ広がっているか、

そしてそれが非常に偉大な男たちの才能にも及んでいるこ

とを指摘すればいいだろうが、その筆頭に挙げるべきはプッ

サン自身である。これから、プッサンがドメニキーノの助

言にいかに多くを負っているか、また、プッサンが自然か

ら直接模倣することにとりわけ熱心な画家たちの堅牢な仕

上げからどれだけ学んでいるかをみてみよう。このような

学習の痕跡は、ルーベンス（Peter Paul Rubens, 1577-1640）

においてはより顕著であり、彼は才能の完成した状態でイ

タリアに来たが、その才能を専心して修正したことを、ア

ントウェルペンの《十字架昇架》〔1609-10あるいは1610-11

年、アントウェルペン大聖堂〕、や《死にゆく聖フランチェ

スコ》〔聖フランチェスコの最後の聖体拝領、1619年、アン

トウェルペン王立美術館〕、そして今ここで引用する必要が

ないが、フランドル風であると同時にイタリア風である本

当に多くの作品のなかに見ることができる。

プッサンが、すでにその才能を使いこなし、絵画におけ

るあらゆる美点の種類を判別できる状態でローマに着いた

当時は、グイド・レーニの画派が隆盛を極めていた。グイ

ドの弟子たちはローマでまさに派閥を形成していた。その

数からも、その騒々しさからも、彼らは他の潮流を圧倒し

てしまっており、人々はお気に入りの巨匠とその弟子たち

のことしか聞きたくないという状態であった。ドメニキー

ノが完全に顧みられなくなってしまったことを見れば、こ

の狂気じみた偏見が理解できるだろう。偉大なドメニキー

ノは、当初はグイドの名声に対抗していたが、次第に皆に

迫害され、命を危険にさらされるまでになった10。彼の敵

たちはあまりに執拗で、ドメニキーノは隠棲し、ほとんど

姿を消すことを余儀なくされた。彼の優しくメランコリッ

クな性格は、無論、彼からあらゆる混乱を遠ざけていたが、

その才能はライバルたちの憎しみを喚起するには十分だっ

たのだ。

作品を通じてさえ反撃してこない男を相手どって、皆が

戦争を仕掛けている状況に遭遇したプッサンは、こうした

争いや、才気ある人々を巻き込んでいた偏見と無縁だった

ので、どちらに不正があるのかを難なく見て取り、ある種

の自分との共通する知られざる才能への好みを、ためらう

ことなく高らかに示した11。ドメニキーノのタブローに刻み

付けられたこの高尚さと悲しさは、グイドの絵画に充満す

る幸福感や優美さの探求以上にプッサンを魅了した。プッ

サンの優しい魂は、かくも異なるこの二人の存在のありか

たの対比にも、心惹かれた。二人の画家たちは、サン・グ

レゴリオ教会において、ともに聖アンデレの殉教より二つ

の主題を制作していた。この二つのタブローは向かい合わ

せに配置されており、一つは聖人の殉教の前のむち打ちを、

もう一方は処刑人によって殉教する場面を表していた。二

つ目の殉教がグイドの作品〔グイド・レーニ《聖アンデレの

殉教》1608年頃、ローマ、サン・グレゴリオ・マーニョ教会、

オラトリオ・ディ・サンタンドレ〕で、そこから美を学ぼう

と躍起になる多くの崇拝者に取り巻かれていた。弟子たち

は意のままにそれを模写していて、その一方でむち打ちの

方〔ドメニキーノ《聖アンデレのむち打ち》1609年、ローマ、

サン・グレゴリオ・マーニョ教会、オラトリオ・ディ・サ

ンタンドレ〕には注意を向ける者もいなかった。

ドメニキーノは、ローマで隠棲し、哀しみに打ちひしが

れていたが、ある日、一人のフランス人画家が彼の作品を

模写していたこと、しかもそれに素晴らしい変奏を加えた

ことを知る。彼は、町全体の雰囲気に逆らって声を上げた

大胆な男に会いたいという気持ちを抑えきれず、ある朝、

朝ならばその知られざる崇拝者にしか出会わないことを信

じて、その教会に赴いた。

プッサンは、作品に夢中で、はじめはこの朝の訪問者に

注意を払わない。彼はドメニキーノを知らなかったし、ロー

マの多くの人たちと同様、彼が死んだという噂を信じてい

た。しかしながら、すぐに彼はドメニキーノをそれと気づ

いた。蒼白な顔色と、自分の作品を目の前にしたときに目

から流れる涙が、その人だと言っていた。どうか、この二

人の間の最初の出会いがどのようなものだったかを、各々

思い浮かべてみてほしい。そしてなにより、われらがプッ

サンの敬虔なやさしさが、ドメニキーノの打ちひしがれた

心を慰めたに違いないということを。この時から、二人の

あいだには真の友情が始まった。このイタリアの芸術家は、

彼の真面目な崇拝者のうちに並々ならぬ美点があるのに驚

いて、彼を自分のアトリエで働かせ、惜しみなく励ましと

助言を与えた。他方、プッサンがすでに絵画を生業とする

者たちの間で勝ち得ていた尊敬は、多少ともドメニキーノ

の作品群に目利きたちの支持を集めるのに貢献した。幾人

かの歴史家を信じるなら、ドメニキーノの傑作とされてい

る《聖ヒエロニムスの聖体拝領》すら、プッサンが公にその

美しさについて名誉挽回させられなければ、ふさわしい水

準の称賛を得られなかったとされる。ある裏話、といって

も芸術家の伝記を過度に自由に脚色するような伝説の一種

のような話だが、それによると、この不運な画家のタブロー

は、敵の陰謀によって掛かっていた場所から外されており、

こともあろうに屋根裏部屋に隠されていた。そして、その

教会を取り仕切っていた僧たちは、プッサンに代わりに掛

ける作品の制作を依頼し、ドメニキーノ本人の絵画を、つ

ぶして描きなおしができる古いキャンヴァスとして送ろう

とした。この話を真に受けるなら、この後何が起き、美し

い作品を発見した若い画家の驚きがいかばかりだったか、
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そして彼がある種それを蘇らせることになるのが分かるだ

ろう。プッサンは、ドメニキーノを陥れた能無しの陰謀集

団に対して相応の抗議をしつつ、教会の善良な僧たちの失

態をたしなめることも忘れなかった。

プッサンが、迫害された才能にかくも寛大に公正に対し

ている間も、彼自身長く放置されていたため、強力で教養

ある庇護者を強く必要とするようになった。才能を十全に

発揮するために不可欠な助けがないので、彼はある貧しい

家族の友情と無私のケアに最大限の慰めを見出した。ドメ

ニキーノとの親交は長くは続かず、ドメニキーノがナポリ

でサン・ジェンナーロ教会を装飾するために実施した最後

の旅までとなった。この仕事の半ばで死が彼を襲ったこと

が知られているが、それはいうところ毒物によるものだっ

たという。プッサンは、絵画芸術における知識を増やすた

めであると同じぐらいに必要に迫られた結果として自分に

課したあらゆるジャンルの仕事のせいで、深刻な病気に罹

り、あっという間にみじめな状態に陥った。同国人の一人、

大貴族の料理人をしていたジャン・デュゲが、自宅にプッ

サンを引き取り、妻とも協議のうえで息子のように面倒を

見た。彼らの看病のおかげで長い病から立ち直ったプッサ

ンは、感謝の気持ちから、恩人の娘であるマリー・デュゲ

と結婚したいと考え、その後生涯にわたって彼女を愛し続

けた。子供がいなかったので、のちに妻の弟であるガスパー

ルを養子にして、この若い男の子の両親の元で自分が受け

たのと同じように、面倒をみて愛情を注いだ。彼は、息子

にして相続人となったときに偉大な画家の名前を継いだの

で、ガスプル・プッサン（Gaspard Dughet / Le Guaspre, 

1615-1675）という名前で知られているが、このガスパール

こそは、巧みな風景画家で、その作品は今も評価されており、

養父の様式を思い起こさせる。

運命が彼に最高の幸福を割り当てて、彼が真実の愛情に

出会ったこの時から、運命は彼に対して残酷であることを

やめ、才能を発揮する好意的な機会を提供するようになっ

たようにみえる。バルベリーニ枢機卿といえば死にかけの

マリーノがプッサンを推薦してくれていたことが思い出さ

れるが、枢機卿は色々な任地での外交官職から戻って約束

を思い出すと、プッサンに対してただならぬ厚情を示し、

重要な作品をいくつか注文するとともに、サン・ピエトロ

大聖堂の丸天井にモザイクで複製されることになるタブ

ローの制作を任せた12。不幸にも、主題はひどく残念なもの

だった。というのはエラスムスの殉教で、架台に縛られ内

臓を引っ張り出されるというものであった。これが、プッ

サンが自分の名前を記した唯一のタブローであり、彼曰く、

理由は「そこに見られるようないくらかの美点が自分にある

ことを知ってもらうためにではなく、無知な人も、この素

晴らしい寺院の装飾を行った偉大なる巨匠たちの傑作と、こ

の弱い作品とを混同することがないように」であった。

プッサンは、ダル・ポッツォ一家の庇護も受け、才能の

使い道のみならず、一生の間、誇りに思い、また慰めと出

来るような継続的な友情という宝を見出した。パリで書か

れた手紙の大部分が、コマンドゥール〔司令官〕ダル・ポッツォ

（Cassiano dal Pozzo / Cavalier dal Pozzo, 1588-1657）13やその

兄弟に宛てられており、プッサンは彼らの元で、絶えず安

らぎや仲介の世話を手にして、それに対しては彼としては

感謝を示していた。《七つの秘跡》の最初のシリーズは、司

令官ダル・ポッツォのために描かれており、一般的にもっ

とも高く評価されている。今はこのシリーズはラトランド

公爵のもとにある14。二番目のシリーズは後になってシャン

トルー氏のために描かれ、やはりイギリスにあるが、それは

オルレアン公の有名なギャラリーの一部をなしている15。

プッサンは、人生におけるこの時代以降、傑作を生みだ

すことだけに注力するようになる。この時期に非常に多く

の作品が登場するが、プッサンが一つ一つの作品に見せる

気配りと良心的な仕事を見れば、その豊かさに驚かざるを

得ない。彼は書いていた。「あなたのパリの画家たちが24時

間で口笛ふきつつ送ってくるようなタブローとは全く違う

のです」16。その性格と才能の優位性によって、プッサンは

最終的に公に高評価を受け、ふさわしい地位と、またある

種、敵対する画派の争いの中心から離れた位置づけが与え

られた。少しずつ、偉大な人々の好意と繊細な愛好家たち

の待望がプッサンの権限を増し、その名声はあちこちで広

がり、彼は最も偉大な画家たちの列に加えられるようになっ

た。ピンチョの丘の小さな家にこもって、家族とともに暮

らしながら仕事のために生き、彼に近づきになって分かり

合うに値する幾人かの友人との真面目な会話によってくつ

ろいでいた。

故国とその王侯による特別な仕事がプッサンを求めて

やってきたのは、この隠棲状態において、最も美しい対象

に囲まれ、目と魂を魅了されているときであった。いつも

幸運な者の馬車に取りつく流行が彼に味方し、それまでは

目の前で実力を発揮しようが、議論の余地のない卓越性の

証拠をパリに残してきていようが、彼のことなど気にかけ

たこともなかった人々の間に、一時的な熱狂を引き起こそ

うとしていた。人々はフランスでようやくこの常軌を逸し

た才能に気づこうとしていたが、その才能はといえば、膨

大な数の優れた作品が容赦なく手に入る国でみなの目を驚

かせていた。

1638年、リシュリュー枢機卿は、ルイ13世（Louis XIII, 

1601-1643, 在位1610-1643）にルーヴル宮の複数の箇所の修

復を提案していた。とりわけ、彼はその場所の重要性にふ
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さわしい絵画で宮殿を飾りたいと考えていた。プッサンの

名前は、イタリアから戻ってきていた全員の口から上って

おり、枢機卿の注意を引いたので、彼はプッサンを呼び、

パリに居つかせようと決めた。最初は、ローマでプッサン

を知っており、権勢を誇る大臣の意向に沿うよう彼に促す

ためには手段を選ばないような者たちに手紙を書かせた。

しかし、かような提案は、偉大な画家がやっと独立の魅力

を味わい始めたこの瞬間には、王の命令に対する尊敬の念

と折り合う程度のあらゆる手段での抵抗にあったに違いな

い。再三にわたる懇願に折れてプッサンがこの移住に同意

したのちにも、待ち受ける面倒ごとを予感したのか、それ

ともこの貴重な孤独を手放すのを嫌がったのか、彼は出発

を決めるまでに2年近くをかけたのである。彼の手紙のいく

つかの中に、嫌悪感と、彼の前に皆がちらつかせる様々な

利点を犠牲にしても、ローマで彼が享受している心からの

平和を得続けたいという欲望の表明を見つけられるのは興

味深く、それらは最後まで続く。1639年1月15日に、この件

で大臣と彼との仲介役として最も活発に動いていたド・シャ

ントルー氏（Paul Fréart de Chantelou, 1609-1694）に宛てて

彼は書いていた。

「ド・ノワイエ閣下が私にお望みになっている決意とい

たしましては（ド・ノワイエ氏（François Sublet de Noyers, 

1589-1645）は、王室建造物局総監で、プッサンを急き立て

るための長い手紙を書いていた）、私がお答えすべきことに

対して多大な迷いを抱いているとお考え頂いては困ります。

何故なら、この国において、非常に幸せに15年間留まった

のち、同様にそこで結婚し、そこで死のうという希望を抱

いているため、私は、自分としましてはイタリア語で次の

発言のようにすることを決心していましたのです。Chi sta 

bene non si muove 〔動かぬ方がよい〕と。従いまして、この

件を完遂するうえで少しでも困難があるのであれば、私よ

りもこの仕事を望んでいる者に任せるよう、お願い申し上

げます」17

〔丸かっこ（）内の補足はドラクロワによる。イタリア語の

和訳補足は訳者による〕

「出発する決心をしてから今まで、私には、精神の休息が

ほとんどありませんでした。それどころか、ほとんど絶え

間なく動揺しています。〔中略〕というのも、お約束して責

務を自らに課するとは、ひどい精神錯乱状態にあったので
はないかと思うのです。〔中略〕今、新たな疲労よりも休息

がなにより必要な時に、私の小さな家の甘美な平和を捨て
置いてまで、私の意図に反して進んでいく絵空事を選んで

しまうとは」18

「約束通りにせよとおっしゃるなら、私は体調の極度な不

都合からもまた、そうは出来ずにいるのですが、運命か神

がそれをお赦しにならないと言ったらいいでしょうか？」19

彼のいうように、運命が彼の望みとよく合致していたた

め、出発に漕ぎつけるまでにはさらに時間がかかった。最

終的に、彼はこの静かな滞在を終えて、ほとんど時を経ず

して、パリに関して彼が懸念していた心配事についての予

想は全く間違っていなかったことを悟ることとなった。パ

リで、彼は自分を野蛮人の中の亡命者のように感じること

となった。

彼は書いている。「私は、なにか美しいものを見ている

時のようには、労して働くことに熱中することは決してあ

りません。でも、なんということでしょう。ここでは、太

陽から遠すぎて、目に心地よいものを見つけることができ

ませんし、ぞっとするようなものしか目に入ってこないの
です」20

しかしながら、彼の受けた歓待には満足する余地もあっ

た。王に荘重に紹介され、世辞追従とあらゆる種類の親切

が雨あられと浴びせかけられた。王は彼に、王の首席画家

の称号と共に、千エキュの年金と、ルーヴル宮および王の

屋敷群の工事の総監督の地位、フォンテーヌブローおよび

サン・ジェルマンの礼拝堂のための絵画注文21、ならびに

タペストリーとして制作されることになる大きなカルトン

〔下絵〕の注文を与えた。チュイルリー庭園に整備された家

丸ごと一軒を与えられ、庭には花が咲き乱れ野菜が植えら

れていた。居室の調度は丁寧に整えられ、蔵には、彼の言

葉によると「古いワインが一樽」入っていた。彼が味わうこ

とになる厚遇が儚かったことを想うと、この快適な滑り出

しと自尊心をくすぐる道具立ては、これ以上ない先ぶれで

あった。

彼は、王の居室を飾ることになるタペストリーの下絵か

ら作業を開始したに違いない。それは旧約と新約の聖書主

題であった。作業を円滑に進めるため、彼は、自分自身が

以前描いた構図を利用することを許された。制作された下絵

は、有名なラファエロのカルトンと同じ大きさであった22。

それらは不幸にも失われたか破壊され、しかるべく複製さ

れたかどうかも定かではない。このように、この旅は全体

的に実りのないものであり、彼がグランド・ギャルリーの

装飾のため制作したヘラクレスの人生に関するメダイヨン

連作ものちに破壊されて、ペーヌ（Jean Pesne, 1623-1700）

のエングレーヴィングによってその構図が幸運にも残され

ているのみである。
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これだけ素晴らしい才能に恵まれ多岐にわたる知識を身

に付けた男が、そして建築家より建築に知悉し、その真面

目な態度からは気取りや短い流行にとらわれないことが明

らかな画家が登場すると、ルーヴルやその他プッサンに任

された仕事にすでに着手していた平凡な芸術家たち皆が大

いに動揺した。とりわけ、流行画家であったヴ―エ（Simon 

Vouet, 1590-1649）は、プッサンの優位を認められなかった。

ヴ―エの怒りは、ルイ13世がその謁見の日にプッサンを称

賛しながら、「ヴ―エは追い付かれるだろう」と述べたとい

う言葉によって、頂点に達した。ヴ―エと彼の支持者の憎

しみは、プッサンがイエズス会の修練院のために描いたタ

ブローが公的に展示されたときにより一層炸裂した。それ

は日本における聖フランシスコ・ザビエルの奇跡を表した

ものであった23。このタブローは、その場所にヴ―エのタブ

ローとともにあり、ヴ―エの方はちょっと注目を集めただ

けだが、プッサンのタブローは宮廷だけでなく目利きや一

般からも非常によい評判を得たのである。

これまで挙げたような仕事とともに、プッサンに王立図

書館で印刷される書籍の扉絵を依頼しようという考えが出

ていた。彼は、この労役を他の仕事と並行して行わなけれ

ばならなくなった。

プッサンはコマンドゥール・ダル・ポッツォに、仕事が

複雑で、それらが退屈であることの不平を訴えている。「閣

下が提案して下さる題材であれば、非常に喜んで従事した

ことでしょう。しかし、これらの方々が私を気軽に扱う仕

方では、私は私自身のためにも、誰かのために働くことに

対しても、一瞬も確保できず、本の扉絵のデザインや、キャ

ビネ〔陳列室〕や暖炉の装飾や、本のカバーやほかの愚かな

ことなど、取るに足らないことのために絶えず忙しくして

いるのです。彼らは、こうした小さな仕事が「気晴らしにな

るでしょう」というのですが、それは、口先だけで私への支

払いを少なくするためです。というのも、疲れると同時に

くだらないこうした仕事すべてに対して、彼らは私をちっ

とも尊重していないからです」24

逐一消耗を強いるようなこうしたけち臭い仕事を行いつ

つ、プッサンはついにルーヴルの回廊のために企画した装

飾プランを発表することができた。彼のプランは、建築家

ルメルシエ（Jacques Lemercier, 1585-1654）によって作られ

たものを根本からひっくり返すものとなった。

この状況を機に、プッサンへの敵意を表明していたみな

が一束にまとまった。辛辣な批評や誹謗中傷が一斉に起こ

り、じきにド・ノワイエ氏が当初プッサンを当てこすりや

非難から守ってきた熱心さをも冷ましてしまった。

以下は、ふたたびプッサンがその不満を友人のド・シャ

ントルー氏にあてて表明した手紙であり、建造物局総監〔ド・

ノワイエ〕のことで頼りたい意図が見える。

「先ごろ、閣下よりお手紙を頂く名誉を賜り、以下のよう

な厳しい言葉が書かれておりました。「プッサンの才能はあ

まりに自由にふるまいたがるので、王が彼に求めているこ

とだけを指示したくはないのです」と。ですが、閣下、私は

王が、卑しいしもべたる私に何を求めているのか存じたこ

とはございませんし、おそらく誰も私が何を得意としてい
るのか王に伝えたことがないのだと考えております。〔中略〕

私は、閣下が私に求めていることについては、それほど大

きな困難なく推し量ることができますし、それと同様、本

の扉絵と、聖母像と、聖ルイ修道会のタブローと、〔ルーヴ

ルの〕グランド・ギャルリーのための素描すべてと、さらに

は王のタペストリーの下絵タブローのすべてを同時に制作

することは不可能だということもわかります。私には腕一

本と弱い頭しかなく、誰からも援助も安らぎも得ることが

出来ていません。閣下は、私がその美しい着想の気晴らしに、

先に述べた聖母像とノートルダムの清めを制作するといい

といいますが、それは、次のように言っているのと同じです。

「これこれの素描を空いた時間に終わらせたまえ」と。〔中略〕

しかし、もし私が王の命令に従い、閣下の意向（彼はグラン

ド・ギャルリーの仕事全てを指している）に沿うべきであれ

ば、私はほかの仕事については考えるべきでないのでしょ

う。とりわけ、何度も申し上げたように、それが私のでき

るすべてですし、この労役から私が解放されるときがある

とすれば、タペストリーの図案は私が、別の仕事と混乱し

ない程度に頭を働かせるには十分です。私が好き放題申し

上げていたら申し訳ありません。私の性質は、よく秩序だっ
たものを探し愛するように出来ていて、光が暗い闇に対し
てそうであるように、敵であり対極にある混乱から逃れよ
うとするのです」25

〔丸かっこ（）内はドラクロワによる補足〕

プッサンはこの簡単な見解を、ルメルシエの作品につい

ての詳細にわたる批判に続けて述べているが、その作品は、

それは全体に重苦しく、比例と調和の点で欠点があり、一

言でいうと全般的に趣味に欠けており、付け加えられた装

飾や絵画やなんであれ、そういったものが効果をなすこと

を妨げるというものである。ヴ―エとルメルシエの陰謀は、

やがてその攻撃を別の方向に向けた。彼らは、プッサンの

計画のけち臭さを批判し、曰く、この自称するところの簡

素さは、恥ずべき狭量さにほかならず、装飾や金装飾、付

属物の貧弱な配置によって、国家の名誉は危機にさらされ

ているというのだった。この批評は、根本的には彼らの主

たる不満であったが、彼らの偏った視点を示しているにす
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ぎず、多大な出費に対して大きな利益を得る見込みがなく

なったのを見て取った彼らの失意の現れでしかなかった。

プッサンはまたも、この恥ずべき非難に対して申し開きし

なければならなくなった。

「グランド・ギャルリーにおいて注文された仕事に着手し、

そこで大金を得たという人々が、これほどの敵となって彼

〔以下プッサンのこと〕に絶えずわめきちらすとは！それで

も彼は彼らを怖がることはなかったのです。何故なら、神の
恩寵により、彼が獲得した財産は誰かが奪うことのできるよ
うな財産ではなく、それとともに彼がどこへでも行けるもの
だから。とはいってもこれほど不当に扱われたことに感じら

れる悲しみと、誹謗する者たちの無知と言ったら…。26（この

後はルメルシエと他の者たちによる仕事のまずい効果につ

いて、新たに詳細な記述が続く）〔中略〕彼は、その計画で回

廊が十分に壮麗でないと考える人に答えるならば、想像し

うる最も素晴らしい作品とするようには彼には求められて

いなかったし、そうであった場合も、推奨はされていなかっ

たのです。なぜなら、1つにパリではそこで働ける能力のあ

る労働者がわずかであるため。2つめとしては、彼がそれに

費やさなければならない時間のため、3つめには、通り道と

してしか機能しておらず、いつの日かまた彼が観たのと同

じような悪条件に陥ってしまうだろう回廊に対して、費用

が過剰で適切に使われていないように見えたためです。我々
の国家の、美しいものに対する無知と愛情の乏しさはかよ
うなものなので、作品が作られたところですぐにそれを顧
みなくなるどころか、反対にそれらをしばしば喜んで破壊
するのです。こうして、彼はより綿密に、より快適に、よ

り多様に、でありつつ短時間で、そして始められたときよ

りも少ない費用で作品を仕上げることで、王によく仕えた

と思っていました。しかし、もし日々彼の敵が行っている

ような新しい提案や異なる意見を皆が聞きたいと思い、ま

たそうした意見が彼の理由あっての計画をさらに攻撃する

ようであれば、彼はその仕事を自ら辞して、皆がより能力

があると判断する者に譲るでしょう。すくなくとも、彼は

フランスで、皆がそれまでは知らなかったような技量に優
れた人々を発見したのだということを、そしてそれらの人々

によって、パリは、国家の名誉となるような優れた作品群

で装飾されるだろうことを喜ぶでしょう」27

〔丸かっこ（）内はドラクロワによる補足〕

そののち彼は自分のはっきりとした物言いについて、彼

は作品によってのみ自分のことを理解してくれるような

人々と生きてきており、うまく書く方法は彼の仕事でない

からと言って、詫びている。

彼は結局、こう付け加えて終えている。「彼が、自慢する

ことなく、厚遇を求めることなく、ただ真実を重視するこ

とによって、追従になびかずに、というのもこうした追従

はあわせて見れば全く正反対であることが分かるからです

が、そうやって彼に出来ることが何かを感じられたらよかっ

たのですが」28

これらの手紙は、あらゆる逸話や指摘以上に、よく物語っ

ている。つまり、こうして、我が国の最も偉大な画家が誕

生し、彼は、長年知られることなく、外国人たちによって

ついに称賛されたが、外国人らはその隆盛を極める画派の

なかでは彼に厳しかったに違いない。見よ、この男は、つ

いに美点を知られて呼び寄せられ、本来の場所に至った。

それは芸術の分野のあらゆるものの最高の裁定者であり指

導者という立場であり、その才能を、彼にふさわしい劇場

で行使する体制を得たのである。今度こそは、同国人たち

の良識が幸運と合致して、彼に、正義が遅すぎたために彼

から奪われていたすべてを喜んで優しく与えるかのように

見えるではないか。王も大臣たちも、こんなにも純粋なこ

の栄光を奪回する誇りとともに、尊敬の印でもって、プッ

サンがフランスに対して及ぼした栄光に報いようと努める

であろうと思われるではないか。そしてこの同じ男が、ほ

どなくして、無知な者たちと同じレベルにおかれたが、彼

らを改革すべくプッサンが呼ばれたくらいなのでおそらく

彼らの創意は十分ではなかったのだろう。そしてプッサン

は、唾棄すべき彼のライバルたちよりも、よりよい仕事を

しようと考えたことについて、自分を正当化しなければな

らなかったが、庇護者にも公衆にも意外なことではなかっ

た。暗愚な官僚たちは、プッサンに関係があるという理由

でしか歴史上に名前が残っていないのだが、この公然の敵

たちの恥ずべき行いを知らなかったのかそう装っていたの

か、プッサンの申し開きと、その敵らの非難とを、同じ冷

静さで、ぬけぬけと受け取ったのである！それで、フラン

スにおいて、一世紀半ものあいだ外国人によって莫大な費

用をかけて行われてきた仕事を、ついにこれほど偉大なる

ひとりのフランス人に任せることは可能であったろうか？

つまりは、芸術を興隆させ花開かせることが、画派と建造

物を、高尚に育てることが、可能だっただろうか？〔そんな

はずがなかったのだ〕。この、外から来た者への奇抜な偏愛

は、我々の外国のものに対する情熱を示しているというよ

りは、素描芸術における我々の趣味への不安の証左である。

我々の目の前で絶えず起こる多様さは、同じように公衆に

温かく受け入れられる。良いものにも平凡なものにも、同

じくらい成功の機会があり、どちらも長い間その支配を行

使できるわけではない。
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ある国家は、自然に成功できる事でしか、よき趣味を持

ちえない。我々の国家は、文学に親和的な精神の傾向を有

しており、その点では全ての文学を率いる地位にフランス

を位置づけ得る素晴らしい美点を持つ29。フランスでは、な

によりもまず、論理と言説、一言でいうなら文章や口頭表

現で表された思考が好まれる。フランスには、文章という

素材については、鋭敏にその良し悪しを判断する者も数多

くいる。この点で私たちはアテネの人々と繋がりが深く、

そこでは、聞くところによると薬草の商人に至るまで、皆

が美しい言葉に対して感受性の優れた耳を持っていたとい

う。しかし、反対に、フェイディアスたちやアペレスたちは、

「太陽から離れた」この国においては、それほどすぐには花

開かなかった。ここではたびたびイタリアから来たお手本

がフランスの人々の趣味を温める必要があり、彼らイタリ

ア人が厚遇されている間、しばしばその目の下で育ってい

る才能は知られずにいたのである。

ド・ノワイエはプッサンを呼ぶのと同時に、ローマで画

家や彫刻家を探し回らせていた。この頑固さのあまり、プッ

サンが彼に、ド・ノワイエがフランスに行くよう召喚した

イタリアの画家たちに関しては、「そこにいるフランス人に

比べて少なくとも十分な実力だとは言えない」30と書かざる

を得なかったくらいである。何年か後に、ベルニーニ（Gian 

Lorenzo Bernini, 1598-1680）が、あの有名な列柱を建立す

ることで、ほとんどなにも建てていないのにほぼ栄光を手

にしたときに、フランス人でしかなかったペロー（Claude 

Perrault, 1613-1688）は、我々が観ているものを建立した31。

この同じベルニーニは、あらゆる注文を受けていたが、特

に彫刻においては、ピュジェ（Pierre Puget, 1620-1694）の

彫刻群の前で、称賛の念に打たれて立ち止まり、ごく気高く、

なぜフランスにこれほど優れた芸術家がいるのに私を呼ん

だのかと問うた。

短いパリ滞在の間にプッサンがルーヴルに残した装飾自

体は、我々がそれ以来見てきたように、尊重すらされてい

ない。そして、これは彼に限られた事件ではない。ダンジヴィ

レ伯爵（Charles Claude Flahaut de La Billarderie / Comte 

d’Angiviller, 1730-1809）の命令でそれらは破壊され、別の

配置にかわることになった。プッサンは、彼に用意された

この運命を予想していたのだろうか、我々が引用してきた

手紙において次のように書いている。「我々の国家の、美し

いものに対する無知と愛情の乏しさ」32と。

〔以下、第III部に続く〕

1	 前文で述べたように、ドラクロワの時代にはカトルメール・ド・
カンシーの編纂によるものが知られる。註7参照のこと。以下で
はLettres, 1824として略記する。

2	 1590年のアンリ四世によるヴェルノン占拠を指すとすると、おそ
らくそのあとから王に仕えていたジャンがその近辺に住んだとい
うことになり、前の段落で1592年からヴェルノンに引退したとあ
ることとやや事実関連の混乱がみられる。

3	 この人物に関してはベッローリの伝記でも登場するが、同定され
ていない。Bellori, op.cit., 2005, p.310. 

4	 デュシェーヌによるプッサンらへの嫉妬のエピソードは、1820
年にロンドンで出版され翌年仏語訳されたマリア・グラハムによ
る伝記に登場している。Maria Graham （Lady Maria Callcott）, 
Mémoires sur la vie de Nicolas Poussin, Paris, P. Dufart, 1821, p.12. 

5	 ドラクロワはマリーニMariniと記しているが、日本での慣例に従
いマリーノと訳す。

6	 パラッツォ・バルベリーニは現在の意味での美術館として
開 館 す る の は 本 論 の 執 筆 時 期 よ り 後 の1892年（https://www.
barberinicorsini.org/arte/collezioni/ 2022年1月10日最終確認）だ
が、ドラクロワはその豊かなコレクションから美術館muséeとい
う言葉を用いている。

7	 以下、プッサンの作品への言及には可能な限りJacques Thuillier, 
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